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凡例
①本白書は、原則として令和７年３月31日までに各府省庁等が公表したデータに基づいて記載している。
②白書公表後にデータの表記や数値が変更される場合がある。
③年（年度）の表記は、原則として和暦を使用している。
④�「年」とあるものは暦年（１月から12月）を、「年度」とあるものは会計年度（４月から翌年３月）
を指している。
⑤�年号（昭和、平成、令和）の記載は、文章の段落ごとに最初に記載される年（年度）に付け、２回目
以降は原則省略している。
⑥�法令番号は、最初に記されるときに○○法（昭○○法○○、平○○法○○、令○○法○○）とし、２
回目以降は省略している。政令、府省令もこれに準ずる。
⑦�図表の数字の単位未満は、四捨五入することを原則としている。したがって、合計の数字と内訳の計
とが一致しない場合がある。
⑧道路交通事故死者数については、特段の断りがない場合は、24時間死者数をいう。
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